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ヤンマーの密苗・慣行
植付比較（3反）の動画
がご覧になれます。













育苗箱当たりの乾籾播種量が通常100～150gのところ、
250～300gと高密度に播種することで、苗箱数を低減し、
省力・低コストを実現。
さらに、高密度に播種した育苗箱を、ヤンマー独自の新技術で
慣行法と同じように3～5本ずつ精密にかき取り、これまでの
田植えと同様に正確に移植します。

苗箱数を減らす!密苗播種・
移植栽培システムの動画
がご覧になれます。




